



























































ん細胞株(BNL 1ME A.7.R.1、以下 BNL)に感
染させ、安定的に OVA を発現する BNL 細胞
株(BNL-OVA)を作成する。 
2)セリン/スレオニン・キナーゼ活性を保有す



















研 究 期 間：2012年 4月 1 日～2013年 3月 31日 
研 究 題 目：抗がん剤において産生誘導されるケモカインの同定と病態生理学的 
役割の解析 
 




2)BNL 細胞株において RT-PCR で Pim-3 の
発現を確認した。BNL 細胞に対し in vitro
で 50~100µM の T-26 で処置した際に、顕著
なアポトーシスを認めた。しかしながら T-26
で処置した BNL 細胞の皮下接種を行った
Balb/c マウスでは、再度の BNL 細胞接種に
おいてワクチン効果を認めなかった。 
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